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が, その中にも, 銀行の優位を強調するものや銀行権力の後退を説 くものがある｡ 著者は, これら諸説の
検討を通じて, 金融資本の形成に必要な- 要点が, 銀行に固有な社会関係の集約機能にあることを明らか











のち, 株式会社の展開による産業集中や トラス 1-形態の結成を媒介として, 銀行が産業と有効に結合体制
をととのえてきた事情を分析している｡
第三葦 預金銀行と工業金融
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イギ1) スの預金銀行は短期の金融を原則とするか奉,耳工業金融には関与しえない とい うの が通説で あ
るo けれども著者は本章で, 下記の尋つq)点を論じて, 預金銀行のもとで産業と敏行との融合関係を検出,
しようとしている｡ 第一点としては, 大銀行が, ロンドン市場での流動的な短期運用を拠点にしながら,Ll
地方では工業融資によって収益性を高めていることを指摘する｡ 第二点としては, 銀行が当座貸越によっ
て, 工業企業が有価証券を発行するまでの間, 中間的に架橋することを指滴する｡ そして努三には, 13の










ここセはまず, 資本市場の主力をなすマーチャント バンカーの業態分析を行なって, 7'ジ 穿キー ライテ
ィングの中枢としてそれが行なう特有の資金動員力を説明しながら, イギリスの海外投資が産業資本より






ント 尺シカーとの対抗および結合関係を総合枇 分析 して, イギ リス金融資本のtjlinッ歩 ･ ポーシを検出




この論文の総体的結論を与えているが, 要するに, 預金銀行とマーチャント 六ンカニとが, 兵衛市場
と資本市場の交流を相互に支配することによって市場を再編成 し, そこから生れる巨大な集中体系が産業
独占を包みこむことによって, 金融資本としての歴史的性格が与えられる, というのセある｡1
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
資本主義社会に金融資本が確立する過程は, ドイツにおいて最も明確に現われたのであるが, イギリス
では, これが金融の表面に現われなかったから, 従来, イギリスにおける金融資本の確立については, 宿
足すべき論証が与えられなかった｡ 著者は, その原因が, 金融資本としての性格を外面的 ･形式的に捉え
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ようとする従来の分析態度にあるとし, イギリス.Fe は, -全体的な構造分析によってのみ金融資本の確立が
明らかにせられるという観点に立ったQ I , ･ -r
もちろんイギリスでも, 第一次大戦後, とくに1930年代になると, 金融資本の一般的傾向とせられる諸
種の徴候が表面化してきたから, 多くの人は, イギ.) スにおける金融資本化を認め畠にしても, それが時
期的に立遅れていることを強調するのである｡ ところが著者は, 上に述べ喪ような全体的な構造分析によ
って, 第一次大戦以前のイギリスにおいても, 薫の特殊な様相の串頒こ金融資本化した社会朗係の実体が捉
えられるとの信念から, ｢論文内容の要旨｣ とし耳記したような分析を試塾ている｡ しかも,,金融資本化
は一般にドイツにおいて典型的に現われたと見られるから, 著者は論項の過程において, つねにドイツ金
叫l
融資本の特質とせられている諸点をと ､りあば,､与れ鼻対比患るこよを息 を串 1のである｡､＼
かくて分析の結果, イギリスにおいても金融資本化は, 特殊的な形態においてではあるが, すでに第一





もちろん望萄の観点から, 欠点を求めるならば, 論述の技巧 ･資料の蒐集 ･整備 ･論断の慎重性等につ
いて, あるいは不満の点が認められるかもしれなせ､が, わが国においてとの種の研究の完壁を期すること
は至難のことに属するのみならず, この領域での研究が, 著者の努力によって一段と推進亘られた功績は
多大である｡ .
よって本論文は経済学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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